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ABSTRACT 
 

本研究では、教員養成課程における知的障害の心理・生理・病理に関する講義のシラバス

を知的障害の診断基準の変化に基づいて分析することによって、今後の課題を導出すること

を目的とした。全国の国公立大学と私立大学の内、教員養成課程を有する大学の知的障害の

心理・生理・病理に関する講義を解説する大学を抽出し、その講義の達成目標および授業計

画を分析した。結果として、国公立 23 校、私立大学 23 校の計 46 校において、知的障害の

適応機能に関する内容をシラバスに明記していることが明らかになった。また、記載されて

いる内容を見ると、言語とコミュニケーションに関する内容が多くを占めており、実用的な

適応機能に関してはほとんどの大学において記載されていなかった。今後、知的障害児者の

実用的な適応機能に関連して、自立活動の内容を知的障害の心理・生理・病理の講義に盛り

込み、シラバスに明記することが必要となるだろう。 
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Ⅰ．問題と目的 
 

 日本における知的障害児者の教育は特別支援学校を中心に行われている。特別支援学校の

教員には通常学校に勤める教員に求められる教育の専門性に加え、障害に関する専門的な知

識が必要とされるため、特別支援学校教諭免許の取得が義務付けられている。しかし、現在

は取得に猶予が与えられ、特別支援学校に勤める教員の内、特別支援学校教諭免許を有して

いる教員の割合は 75.8%となっている（文部科学省, 2017）。特別支援学校教諭免許の 1 種免

許は 4 年生大学の教員養成特別支援教育専攻を卒業することで与えられるが、文部科学省

（2017）の調査における免許状の保有状況には、短期大学や教員採用後の研修受講によって

取得できる 2 種免許状も含まれており、7 割近い教員が一様に高い専門性を有しているとは

言えない状況がある。知的障害児者への教育に関しても特別支援学校教諭免許状が必要とさ

れており、知的障害の心理・生理・病理と教育課程に関する講義を受講し単位を取得する必

要がある。 

知的障害に関しては、2013 年に発行された Diagnostic and Statistical Manual of Mental 

Disorders-Five edition（DSM-5）（American Psychiatric Association: APA, 2013）におい

て医学的な診断基準が改訂され、従来の知能検査の IQ 測定による操作的な診断基準ではな

く，測定値に医師の臨床所見を加えて診断するものであることでより厳密な表記となった(田

巻・堀田・加藤, 2013; 宮川, 2014)。DSM-5 で示されている適応機能は、概念的適応（言語、

読み書き、計算推論能力、知識、記憶）と社会的適応（共感性、社会的判断、コミュニケー

ションスキル、ルールの順守、人間関係の形成と維持）、実生活適応（身辺自立、職業的責任

感、金銭管理、余暇、タスク管理）の 3 領域で定義されている。 

 知的障害の診断基準の改訂によって教員養成課程において習得すべき内容も変更を求めら

れることになるだろう。太田・沼館・金ら（2017）は、知的障害を含む、特別支援教育の専

門家養成プログラムを教育成果と心身相関の観点から分析した。しかし、太田・沼館・金ら

（2017）の調査では知的障害の適応機能に関する観点は含まれておらず、知的障害の診断基

準が変更されて以降、日本の教員養成課程における知的障害の心理・生理・病理に関する講

義の内容を適応機能の観点から調査・分析した研究はこれまで行われていない。今後、特別

支援教育に関わる教員の専門性を向上させていく観点においても、知的障害の最新の情報に

基づいてカリキュラムの方向性を決めていく必要がある。 

 そこで本研究では、日本の大学における知的障害の心理・生理・病理の講義内容の分析を

通して、カリキュラム開発の方向性を考察することを目的とする。 

 

 

Ⅱ．方法 
 

 本研究では太田・沼館・金ら（2017）が行った調査データから知的障害の心理・生理・病

理に関する情報を抜粋し、適応機能の観点から今後の方向性を考察する。太田・沼館・金ら

（2017）は平成 28 年度前期・後期において、全国の大学（国公立 43 校、私立 52 校）か

ら特別支援教育の専門家養成課程で行われている知的障害に関する心理・生理・病理の講義

のシラバスを抽出した。また、シラバスに記載された内容を①授業名②達成目標③授業方法

④授業計画（心理・生理・病理に関する授業数／全授業数）⑤評価方法に分けて分析した。 
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 知的障害の適応機能に関しては、DSM-5 に示された適応機能の 3 領域である概念的適応、

社会的適応、実用的適応の観点からシラバスの②達成目標および④授業計画に示された内容

を分析する。 

 

 

Ⅲ．結果 

 

 知的障害の心理・生理・病理に関する講義を開講している大学は 87 校（国公立 40 校、私

立 47 校）であった（表 1）。 

  

表 1 抽出された大学と講義名一覧 
区分 大学名 講義名 

国公立 北海道大学 知的障害心理学 
 北海道教育大学 知的障害の心理・生理・病理 
  知的障害心理学 
 宮城教育大学 知的障害者の心理・生理・病理 
 山形大学 知的障害児の発達 
  知的障害児の心理生理 
  知的障害児の病理 
  知的障害児の神経心理 
 福島大学 知的障害の心理・生理・病理 
 筑波大学 知的障害心理学 
 宇都宮大学 知的障害児心理・生理・病理 
 埼玉大学 障害児の心理生理学 
 千葉大学 知的障害心理学 
 横浜国立大学 知的障害児の心理 
 新潟大学 知的障害心理学 
 金沢大学 知的障害の心理・生理・病理 
 京都教育大学 知的障害概論 
 鳥取大学 知的障害児等の心理 
  知的障害児心理・生理・病理研究 
 岡山大学 知的障害者心理学概論（1） 
  知的障害者心理学概論（2） 
  知的障害者生理・病理概論（1） 
 広島大学 知的障害心理・生理・病理概論 
 山口県立大学 障害児の心理Ⅰ（知的障害） 
  障害児の生理・病理Ⅰ（知的障害） 
 鳴門教育大学 知的障害児の心理 
 佐賀大学 知的障害児心理学 
  知的障害者の生理・病理 
 大分大学 知的障害児の心理・生理・病理 
 宮崎大学 知的障害者の生理・病理 
 鹿児島大学 知的障害児の心理と発達 
 琉球大学 知的障害者の心理 
私立 札幌大学 知的障害児の心理・生理・病理 
 文教大学 病弱児・知的障害児の生理と病理 
 植草学園大学 知的障害の子どもの心理・生理・病理 
 東京家政大学 知的障害児の心理・生理・病理 
 岐阜成徳大学 知的障害児の心理 
 東海学院大学 知的障害児の心理・生理・病理 
 常葉大学 知的障害児の心理【心理】 
 浜松学院大学 知的障害児の心理・生理・病理 
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 中部大学 知的障害児の生理・病理 
 日本福祉大学 知的障害児の心理 
 皇學館大学 知的障害児の心理・生理・病理 
 大谷大学 知的障害児の心理・生理・病理 
 花園大学 知的障害者の心理Ⅰ 
 関西福祉科学大学 知的障害者の心理 
 大阪体育大学 知的障害者の心理・生理・病理 
 桜花女子大学 知的障害者の心理・生理・病理 
 関西国際大学  知的障害者の心理・生理・病理 
  知的障害者の心理 
 武庫川女子大学 知的障害者の心理・生理・病理 
 畿央大学 知的障害者の心理 
 川崎医療福祉大学 知的障害者の心理・生理・病理 
  知的障害者の生理・病理 
 ノートルダム清心女子大学 知的障害児の心理・生理・病理 
 中村学園大学 知的障害者の心理・生理・病理 
 鹿児島国際大学 知的障害児の心理Ⅱ 
  知的障害児の生理と病理 

 

シラバスを分析した結果、知的障害の適応機能に関する内容が達成目標および授業計画に

明記されている大学は国公立 23 校、私立 23 校の計 46 校であった。適応機能の観点が明記

されている大学の内訳は表 2 に示す。 

適応機能の中では概念的適応についての記載が最も多く、特に言語に関する記載が多かっ

た。次いで社会的適応のコミュニケーションスキルに関する記載が多く見られた。実用的適

応に関する記載は最も少なく、国公立大学にしか記載がなかった。 

 

表 2 適応機能に関して記載した大学の内訳 

 国公立 私立 計 
 
 
 
 
 
適

応

機

能 

概

念

的

適

応 

言語 18 11 29 
読み書き 4 0 4 
計算推論 3 1 4 
知識 0 0 0 
記憶 14 5 19 

社

会

的

適

応 

共感性 0 2 2 
社会的判断 3 6 9 
コミュニケーションスキル 7 10 17 
ルールの順守 0 2 2 
人間関係の形成・維持 4 3 7 

実

用

的

適

応 

身辺自立 2 0 2 
職業的責任感 2 0 2 
金銭管理 2 0 2 
余暇 0 0 0 
タスク管理 2 0 2 
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Ⅳ．考察 
 

日本の教員養成課程における知的障害の心理・生理・病理に関する講義のシラバスを抽出

し、知的障害の適応機能に焦点を当てて分析した。その結果として知的障害の適応機能の内、

概念的適応に類する言語と記憶、社会的適応に類するコミュニケーションスキルに関する記

載が多く見られた。知的障害の代表的な症状として言語機能の遅れがあることから言語やコ

ミュニケーションスキルに関する内容が多くの講義で取り扱われていると考えられる。一方

で概念的適応に類する知識に関する内容についてはどの大学のシラバスにも記載が見られな

かった。知的障害児者の知識の獲得や定着に関しては学習や概念形成の基礎となることから

知的障害の教育を考える上では非常に重要であり、シラバスに明記し取り組んでいく必要が

あると考えられる。また、読み書き、計算推論能力に関する記載もわずかではあるが見られ

た。知的障害児者への教育を考えた際に学習に関する内容は必要不可欠であるため、学習の

基盤となる知識の獲得や定着、学習の実行機能である読み書き、計算推論能力に関する内容

を総合的に取り扱う必要があると考えられる。 

知的障害の適応機能の内、実用的適応に関する記載のあった大学は 2 校にとどまり、その

内容も「就職」「キャリア」といった知的障害児者の学校卒業後に関するものであった。知的

障害児者に対するキャリア教育に関しても、山内（2015）がその重要性を述べている。山内

（2015）は知的障害児者のキャリア教育ではルールの順守と人間関係、生産性の向上の観点

が必要であるとし、教員の専門性を向上させることを提唱した。知的障害児者が自立し、社

会参加するためには、社会的・実用的適応機能の向上が必要不可欠であり、特に実用的適応

に関してはキャリア教育の観点で教育を行うことが求められるだろう。 

また、社会的適応に関してもコミュニケーションスキル以外に関しても記載のある大学は

少なかった。矢野・太田・船越ら（2017）は知的障害児に対する特別支援教育において、ソ

ーシャルスキルに関する教育が教師の教職経験に依存して行われている現状を明らかにした。

本来は教員養成課程において社会的適応機能に関する理解と教育的対応を学び、特別支援学

校の教員が一様にその教育を行えるようにする必要があるだろう。 

知的障害の適応機能の内、社会的適応と実用的適応に関する内容は特別支援学校における

自立活動において取り扱われている。自立活動は個々の障害による学習上又は生活上の困難

を 改善・克服するための指導のことであり、障害のある幼児児童生徒の教育において教育課

程上重要な位置を占めている（文部科学省, 2011）。そのため、教員の知的障害教育に関する

専門性を向上させるためには教員養成課程において、知的障害に関する基礎知識とともに、

自立活動の内容を取り扱う必要がある。今回の調査では知的障害の教育課程に関する講義は

調査対象になっていないが、心理・生理・病理の講義と同様に免許法上の必須科目となって

おり、自立活動に関してはそちらで取り扱われていることも考えられる。しかし、医学的な

観点のみならず、心理・社会的な観点にから知的障害の教育的対応を学ぶという心理・生理・

病理の講義の目的からも、知的障害児者に対する教育的対応の代表である自立活動について

の内容に関しても講義内で扱い、シラバスにも明記する必要があるだろう。 

特別支援教育においては対象となる幼児児童生徒が障害を有することから、子どもの心

理・生理・病理的側面を理解した上での教育的対応が求められている（太田・沼館・金ら, 2017）。

教員養成課程における知的障害の心理・生理・病理の講義では、子どもの心理・生理・病理

を、医学的な観点（病気の理解 や治療上の注意点）と心理・社会的な観点（病気や治療によ
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る心理的問題や、それによって 生じる社会的問題）から理解することが必要である（Kohara, 

Goto, Kwon et al., 2015）。そのため、知的障害の心理・生理・病理に関する講義において、

自立活動を中心とした教育的対応についても含める必要がある。 

知的障害の適応機能に関する内容は、記載されている大学が少なく、その中でも、言語や

コミュニケーションスキルに関する内容に偏っている傾向が見られた。特別支援学校の教員

として知的障害のある幼児児童生徒に関わる際、言語的手段を中心としたコミュニケーショ

ンの取り方について学んでおくことは教育活動の基盤となることからこういった偏りが出て

いるものと考えられる。しかし、心理・生理・病理の講義に求められている内容としては教

育的対応までを含める必要があるため、知的障害児者の学習や社会的・実用的適応に関する

内容も含めた講義を行わなければならない。今後、特別支援学校の教員の専門性を向上させ

ていくためにも、知的障害に対する基礎的な理解とともに教育的対応に関する具体的な内容

を心理・生理・病理の講義に含めていくことが求められるだろう。 

本研究が調査対象にしたのは公開されているシラバスの記載内容であり、実際の講義内で

扱われている内容までは把握できていない。今後の研究課題として、知的障害の心理・生理・

病理の講義を担当する大学教員への聞き取り調査を行うことで、講義で実際に扱われている

内容を確認し、シラバスに記載する必要のある内容を明確にする必要があるだろう。 
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